
 
 

  

インターネット回答用 

入力用コード  

パスワード  

【ニーズ調査】への回答が、 
小金井市の子ども福祉を支えます！ 

就学前のお子さんの保護者さまへ 

ニーズ調査って、何のためにやるの？ 

小金井市における子どもと子育て家庭を支援するための施策に関する総合

的な計画である「のびゆくこどもプラン 小金井（第３期小金井市子ども・子育

て支援事業計画）」（令和７年度から令和１１年度まで）を策定するための基礎

資料とすることを目的に調査を行います。たとえば、こんなことを質問しま

す。みなさんの本音を聞かせてください。 

【お問合せ先】 

小金井市役所 
（https://www.city.koganei.lg.jp/） 

子ども家庭部子育て支援課 

電話：042-387-9836（直通） 

本アンケートの詳細については、小金井市

役所公式ホームページに掲載しています。 

パソコンから左記のアドレスにアクセスい

ただくか、スマートフォンの場合は右記の

二次元コードからアクセスしてください。 
小金井市役所ホームページ 

三つ折り 三つ折り 

仕事と 
子育ての 
両立 

◆利用したい保育事業は？ 
◆市の子育て環境満足度は？ 

小金井市のより良い子育て支援につなげるため、 

本ニーズ調査への御協力をお願いします。 

令和５年１２月 
小金井市長 

署名挿入予定 

居場所 
◆放課後の過ごさせ方の 
予定は？ 

※ご回答いただいた調査内容は、市や国・都の子ども・子育て支援施策の検討にのみ利用させていただくも
のであり、回答者個人が特定されたり、他の目的で利用されたりすることは一切ありません。 

孤独・孤立 
◆子育てについて相談できる
人はいますか？ 

子育ての 
不安 

◆子育てで悩んだり困ったり
することは具体的にどんな
こと？ 

資料９－１ 

http://#
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1. この調査は、封筒の宛名のお子さんの保護者の方がご記入ください。 

2. 回答は、郵送またはインターネットで行うことができます。どちらかの方法をお選びください。 

郵 送 回 答 
アンケートに直接ご記入いただき、同封の返信用封筒に入れ、切手を貼ら

ずにそのまま郵便ポストに投かんしてください。 

インターネット回答 インターネットに接続したパソコン・スマートフォン等から回答できます。 

※回答方法など詳しくは表紙に記載の市ホームページよりご確認ください。 
※60 分以上放置すると内容が消えてしまいます。一時保存をご利用ください。 
※通信サービスの接続料金は利用者様の負担となりますのでご了承ください。 
※表紙右上のインターネット回答用の欄に記載の「入力用コード」・「パスワード」は、郵送回答とインター
ネット回答の重複を確認するもので、無作為に付与しており、個人を特定できないようにしています。 

3. 特に注意書きがある場合以外は、封筒の宛名のお子さんのことについてご記入ください。 

4. ご回答は、あてはまる番号に○をつける場合と言葉や数字を記入する場合があります。 

5. 設問によってご回答いただく方が限られる場合がございますので、質問文をお読みいただき、

ご記入ください。 

6. ご記入が済みましたら、お手数ですが、アンケート票を３つ折りにし、同封の返信用封筒に

入れて〇月〇日（〇）までに郵便ポストへご投函ください。（切手不要） 

郵送とインターネットの両方で回答された場合には、 
郵送でいただいた回答を使用させていただきます。 

Ａ．宛名のお子さんとご家族の状況についてうかがいます。 

問１ お住まいの地区はどこですか。（町名・丁目、それぞれ１つに○） 

１ 東町 ２ 梶野町 ３ 関野町 ４ 緑町 ５ 中町 

６ 前原町 ７ 本町 ８ 桜町 ９ 貫井北町 １０ 貫井南町 

 

１丁目 ２丁目  ３丁目 ４丁目 ５丁目 ６丁目 

問２ 宛名のお子さん（以降お子さんと記載）の生年月を記入してください。（数字を記入） 

 

   平成・令和      年      月生まれ 

 

問３ お子さんのきょうだいは何人いらっしゃいますか。 

宛名のお子さんを含めた人数をお答えください。（数字を記入）        人 

 
問４ この調査票にご回答いただく方はどなたですか。お子さんからみた関係でお答えください。

（あてはまる番号すべてに○） 

１ 母親 ２ 父親 ３ その他（         ） 

問５ この調査票にご回答いただいている方の配偶関係についてお答えください。（１つに○） 

１ 配偶者がいる ２ 配偶者はいない 

問６ お子さんの子育て（教育を含む）を主に行っているのはどなたですか。お子さんからみた関

係でお答えください。（１つに○） 

１ 父母ともに ２ 主に母 

３ 主に父 ４ 主に祖父母 

５ その他（             ）  

 

～  ご記入にあたって  ～ 
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問７ 日頃、お子さんをみてもらえる親族・知人はいますか。（あてはまる番号すべてに○） 

１ 日常的に祖父母等の親族にみてもらえる               

２ 緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる  

３ 日常的に子どもをみてもらえる友人・知人がいる            

４ 緊急時もしくは用事の際には子どもをみてもらえる友人・知人がいる   

５ いずれもいない →問９へ 

◎ 問７で「１」「２」「３」「４」のいずれかに回答した方のみお答えください。 

問８ 親族、友人・知人にお子さんをみてもらっている状況はいかがですか。（１つに○） 

１ 親族、友人・知人の身体的・精神的な負担や時間的制約を心配することなく、安心して
子どもをみてもらえる 

２ 親族、友人・知人の身体的・精神的な負担や時間的制約がやや心配ではあるが、基本的
には安心して子どもをみてもらえる 

３ 親族、友人・知人の身体的負担が大きく心配である 

４ 親族、友人・知人の時間的制約や精神的な負担が大きく心配である 

５ 親の立場として、負担をかけていることが心苦しい 

６ 子どもの教育や発達にとってふさわしい環境であるか、少し不安がある 

７ その他（                                  ） 

Ｂ．お子さんの保護者の就労状況についてうかがいます。 

◎ 問９～12 は母親・父親それぞれについてお答えください。（ひとり親の方はご自身に関する

設問のみお答えください） 

問９ お子さんの保護者（以降保護者と記載）の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）をお

答えください。 

母親（１つに○） 父親（１つに○） 

１ フルタイム※で就労しており、産

休・育休・介護休業中ではない 

１ フルタイムで就労しており、産

休・育休・介護休業中ではない 

２ フルタイムで就労しているが、

産休・育休・介護休業中である 

２ フルタイムで就労しているが、

産休・育休・介護休業中である 

３ パート・アルバイト等※で就労し

ており、産休・育休・介護休業

中ではない 

３ パート・アルバイト等で就労し

ており、産休・育休・介護休業

中ではない 

４ パート・アルバイト等で就労し

ているが、産休・育休・介護休

業中である 

４ パート・アルバイト等で就労し

ているが、産休・育休・介護休

業中である 

５ 以前は就労していたが、現在は

就労していない 

５ 以前は就労していたが、現在は

就労していない 

６ これまで就労したことがない ６ これまで就労したことがない 

※フルタイム 

・・・・１週５日程度・１日８時間程度の就労  

※「パート・アルバイト等」 

・・・・フルタイム以外の就労  

  

→問８へ 
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◎ 問 9 で「１」「２」「３」「４」（就労している）と回答した方のみお答えください。 
 
問 10 １週当たりの「就労日数」、１日あたりの「就労時間（残業時間を含む）」、「家を出る時刻」、

「帰宅時刻」についてお答えください。就労日数や就労時間が一定でない場合は、もっと

も多いパターンを、産休・育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答え

ください。（時刻は２４時間表記で記入してください。例：午後７時⇒１９時） 
母親（数字を記入。） 父親（数字を記入。） 

１週あたり     日 １週あたり     日   

１日あたり       時間 １日あたり       時間 

家を出る時刻      時 家を出る時刻      時 

帰宅時刻        時 帰宅時刻        時 

 

◎ 問９で「３」「４」（パート・アルバイト等で就労している）と回答した方のみお答えください。 
 
問 11 フルタイムへの転換希望はありますか。 

母親（１つに○） 父親（１つに○） 

１ フルタイムへの転換希望があり、実現で
きる見込みがある 

１ フルタイムへの転換希望があり、実現で
きる見込みがある 

２ フルタイムへの転換希望はあるが、実現
できる見込みはない 

２ フルタイムへの転換希望はあるが、実現
できる見込みはない 

３ パート・アルバイト等の就労を続けるこ
とを希望 

３ パート・アルバイト等の就労を続けるこ
とを希望 

４ パート・アルバイト等をやめて子育てや
家事に専念したい 

４ パート・アルバイト等をやめて子育てや
家事に専念したい 

 

◎ 問９で「５」「６」（現在は就労していない）と回答した方のみお答えください。 
 
問 12 就労したいという希望はありますか。 

母親（１つに○、□には数字を記入） 父親（１つに○、□には数字を記入） 

１ 子育てや家事などに専念したい（就労の
予定はない） 

１ 子育てや家事などに専念したい（就労の
予定はない） 

２ １年より先の時期に就労したい ２ １年より先の時期に就労したい 

３ すぐにでも、もしくは１年以内に就労し
たい   
→ 希望する就労形態 

３ すぐにでも、もしくは１年以内に就労し
たい   
→ 希望する就労形態 

 
ア フルタイム 
 
イ パートタイム１週あたり   日 
 

  １日あたり   時間 
 

 
ア フルタイム 
 
イ パートタイム１週あたり   日 
 

  １日あたり   時間 
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◎ 問１3 は全員お答えください。 

問１3 現在の年間の保護者の世帯収入についてお答えください。（１つに○） 

１ 100 万円未満 ２ 100 万円以上～200 万円未満 

３ 200 万円以上～400 万円未満 ４ 400 万円以上～600 万円未満 

５ 600 万円以上～800 万円未満 ６ 800 万円以上 

 

Ｃ．お子さんの平日の定期的な教育・保育事業※の利用状況についてうかがいます。 

※定期的な教育・保育事業 
・・・ここでは月単位で定期的に利用している事業を指します。具体的には、幼稚園や保育所など、問 1５に示

した事業が含まれます。 

問１4 お子さんは、現在、幼稚園や保育所などの「定期的な教育・保育の事業」を利用していま

すか。（１つに○） 

１ 利用している →問 15 へ ２ 利用していない→問 15②、問 20・21へ 

◎ 問 15-①、問 16～問 19 は問 14 で「１ 利用している」と回答した方のみお答えください。 

  問 15-②は、問 14 で利用の有無にかかわらず答えください。 

問 15 お子さんの平日の教育・保育の事業として「定期的に」①．利用している事業、また、 

    ②．利用したい事業をそれぞれお答えください。（あてはまる番号すべてに○） 

事業 ①利用している事業 ②利用したい事業 

幼稚園 １ １ 

幼稚園の預かり保育 ２ ２ 

認可保育所（公立） ３ ３ 

認可保育所（私立） ４ ４ 

東京都認証保育所 ５ ５ 

認定こども園（幼稚園枠） ６ ６ 

認定こども園（保育園枠） ７ ７ 

特定地域型保育事業（小規模保育事業、家庭的保育事業など） ８ ８ 

職場内保育所（事業所内保育事業、企業主導型保育事業） ９ ９ 

ファミリー・サポート・センター※ １０ １０ 

家庭福祉員（保育ママ） １１ １１ 

居宅訪問型保育（ベビーシッター） １２ １２ 

障害児通所支援事業（児童発達支援センター「きらり」等） １３ １３ 

上記以外の教育・保育施設 １４ １４ 

※ファミリー・サポート・センター 

・・・子育ての手助けをしてほしい方（依頼会員）とそのお手伝いをしたい方（協力会員）の会員組織で、地域

の中で相互に助け合いながら子育てをする、有償のボランティア活動です。 
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問 16 平日に定期的に利用している教育・保育の事業について、現在、どのくらい利用していま

すか。また、希望としてはどのくらい利用したいですか。１週当たり何日、１日当たり何

時間（何時から何時まで）をお答えください。 

現 在 希 望 

１週あたり   日 １週あたり   日 

１日あたり   時間 １日あたり   時間 

（     時から     時まで） （     時から     時まで） 

 

問 17 現在利用している教育・保育（幼稚園・保育所）の実施場所はどこですか。（１つに○） 

１ 小金井市内 ２ 他の市区町村（市・区：       ） 

 

問 18 現在利用している教育・保育（幼稚園・保育所）を選んだ理由はなんですか。（あてはま

る番号すべてに〇） 

１ 通いやすさ ２ 先生の質 

３ 教育・保育理念 ４ 園全体、園児の雰囲気の良さ 

５ 延長保育、預かり時間の長さ ６ 夏休み・冬休みなどの長期休暇中の事業 

７ 評判、友人・知人の紹介 ８ 給食やおやつの内容 

９ 習い事やイベントの充実 10 幼稚園・保育所の定員 

11 費用（自己負担額） 12 その他（            ） 

 

問 19 平日に定期的に教育・保育の事業を利用されている主な理由はなんですか。 

（あてはまる番号すべてに○） 

１ 子どもの教育や発達のため 

２ 子育て（教育を含む）をしている方が、現在就労している 

３ 子育て（教育を含む）をしている方が、就労予定がある/求職中である 

４ 子育て（教育を含む）をしている方が、家族・親族などを介護している 

５ 子育て（教育を含む）をしている方が、病気や障がいがある 

６ 子育て（教育を含む）をしている方が、学生である 

７ その他（                                                          ）  

 

◎ 問 15－②で１に○をつけ、かつ３～１４にも○をつけた方のみお答えください。 
 
問 20 特に幼稚園（幼稚園の預かり保育をあわせて利用する場合を含む）の利用を強く希望しま

すか。（１つに○） 

１ はい ２ いいえ 
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◎ 問１4 で「２ 利用していない」と回答した方のみお答えください。 

問 21 利用していない理由はなんですか。（あてはまる番号すべてに○、「８」については年齢も

記入） 

１ 利用する必要がない 

２ 子どもの祖父母や親戚の人がみている 

３ 近所の人や父母の友人・知人がみている 

４ 利用したいが、保育・教育の事業に空きがない 

５ 利用したいが、経済的な理由で事業を利用できない 

６ 利用したいが、延長・夜間等の時間帯の条件が合わない 

７ 利用したいが、事業の質や場所など、納得できる事業がない 

８ 子どもがまだ小さいため    歳くらいになったら利用しようと考えている 

９ その他（                                 ） 

 

Ｄ．お子さんの土曜・休日や長期休暇中の「定期的」な 
教育・保育事業※の利用希望についてうかがいます。 

※教育・保育事業 
･･･幼稚園、保育所、認可外保育施設などの事業を指しますが、親族・知人による預かりは含みません。 

問 22 お子さんについて、土曜日と日曜日・祝日の、定期的な教育・保育の事業の利用希望はあ
りますか（一時的な利用は除きます）。また、希望がある場合は、利用したい時間帯をお
答えください。なお、これらの事業の利用には、一定の利用者負担（１日当たり 2,000
円～7,000 円程度）が発生します。 

土曜日 日曜日・祝日 

１ 利用する必要はない １ 利用する必要はない 

２ ほぼ毎週利用したい ２ ほぼ毎週利用したい 

３ 月に１～２回は利用したい ３ 月に１～２回は利用したい 

利用したい時間帯 

（     時から     時まで） 

利用したい時間帯 

（     時から     時まで） 

 

◎ 幼稚園を利用されている方のみお答えください。 

問 23 お子さんについて、夏休み・冬休みなどの長期の休暇期間中の教育・保育の事業の利用を希
望しますか。（１つに○）また、希望がある場合は、利用したい時間帯をお答えください。 

１ 利用する必要はない 

２ ほぼ毎日利用したい 

３ 週に数日利用したい 

  

利用したい時間帯     時から     時まで 
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Ｅ．お子さんの病気の際の対応についてうかがいます。 
（平日の教育・保育事業を利用する方のみ） 

◎ 平日の定期的な教育・保育の事業を利用していると答えた保護者の方のみお答えください。 
 
問 24 お子さんが高熱を出すなど急病の時に、すぐに診てくれる医療機関がみつからず困ったこ

とがありますか。（１つに○） 

１ 困ったことがある ２ 困ったことがない 

 
問 25 この１年間に、お子さんが病気やケガで平日の定期的な教育・保育の事業が利用できなか

ったことはありますか。（１つに○） 

１ あった ２ なかった 

 
問 26 お子さんが病気やケガで普段利用している教育・保育の事業が利用できなかった場合に、

この１年間で行った対処方法をお答えください。（あてはまる番号すべてに○） 

また、それぞれの対処にて要した日数をご記入ください。（数字を記入。半日程度の対応

の場合も１日とカウントしてください） 

１年間の対処方法 日 数 

１ 父親が休んだ              日   →問 27へ 

２ 母親が休んだ    日 

３ 父親又は母親のうち就労していない方が子どもをみた    日 

 ４ （同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった    日 

 ５ 病児・病後児の保育を利用した    日 

 ６ ベビーシッターを利用した    日 

 ７ ファミリー・サポート・センターを利用した    日 

 ８ 仕方なく子どもだけで留守番をさせた    日 

 ９ その他（                    ）    日 

 

◎ 問 26 で「１ 父親が休んだ」「２ 母親が休んだ」と回答した方のみお答えください。 

問 27 「できれば病児・病後児のための保育施設等を利用したい」と思われましたか。（１つに○） 

利用したいと思った場合は、その日数についてもお答えください。（数字を記入）なお、

病児・病後児のための事業等の利用には、一定の利用料（１日当たり 4,000 円程度）が

かかり、利用前にかかりつけ医の受診が必要となります。 
 

１ できれば病児・病後児保育施設等を利用したい  日 

２ 利用したいとは思わない  
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Ｆ．お子さんの不定期の教育・保育事業や宿泊を伴う一時預かり等の利用についてうかがいます。 

問 28 お子さんについて、現在、日中の定期的な保育や病気のため以外に、私用（買い物、リフ
レッシュ等）、親の通院、不定期の就労等の目的で不定期に利用している一時預かり等の
事業はありますか。（あてはまる番号すべてに○） ある場合は、その１年間の利用日数（お
およそ）についてもお答えください。（数字を記入） 

利用している事業 日 数 

１ 一時預かり 
（私用など理由を問わずに保育所などで一時的に子どもを保育する事業） 

       日 

２ 幼稚園の預かり保育 
（通常の就園時間を延長して預かる事業のうち不定期に利用する場合のみ）        日 

３ ファミリー・サポート・センター 
（地域住民が子どもを預かる事業）        日 

 ４ トワイライトステイ※ 
（児童養護施設等で休日・夜間、子どもを保護する事業）        日 

 ５ ベビーシッター        日 

 ６ その他（                       ）        日 

 ７ 利用していない         

※トワイライトステイ 

・・・現在、実施していませんが、他市にお住まいの際に利用されたことがある場合に回答してください。 

問 29 宛名のお子さんについて、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族（兄弟姉妹含む）の育児疲
れや育児不安、病気など）により、預かり等の事業を利用したいと思いますか。（１つに○） 
また、利用したいと思う場合は、その目的と（あてはまるものすべてに○）、１年間でおおよそ
の必要な日数についてもお答えください。（数字を記入） なお、事業の利用にあたっては、
一定の利用料（１日当たり 2,000 円～7,000 円程度）がかかります。 

１ 利用したい  

 ア 冠婚葬祭 日  

 イ 保護者や家族の育児疲れ・不安 日  

 ウ 保護者や家族の病気 日  

 エ その他（             ） 日  

２ 利用したいと思わない   

問 30 この１年間に、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族の病気など）により、お子さんを
泊りがけで家族以外にみてもらわなければならないことはありましたか。（預け先がみつ
からなかった場合も含みます）（１つに○） また、あった場合、この１年間の対処方法と
（あてはまるものすべてに○）、おおよその日数についてもお答えください。（数字を記入） 

１ あった  

 ア （同居者を含む）親族・知人にみてもらった 日  

 イ ショートステイ事業（児童養護施設等で一定期間、子どもを
保育する事業）を利用した 

日  

 ウ イ以外の保育事業（認可外保育施設、ベビーシッター等）を
利用した 

日  

 エ 仕方なく子どもを同行させた 日  

 オ 仕方なく子どもだけで留守番をさせた 日  

 カ その他（              ） 日  

２ なかった   
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Ｇ．お子さんの地域の子育て支援事業の利用状況についてうかがいます。 

問 31 下記のサービスや制度、事業について、知っているか、利用したことがあるかお答えくだ
さい。また、利用したことがある場合は、満足したか、今後も利用したいかお答えくださ
い。（それぞれ１つに○） 

サービスや事業 知っている 
これまでに 
利用した 
ことがある 

満足したか 今後も利用
したいか 

相談や支援・情報提供・親の学びのサービスや事業 

１ 
母子保健健康相談（のびのび広場相
談） 

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

２ 
乳幼児歯科保健指導（むし歯予防教
室・歯科健診） 

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

３ 栄養相談（個別相談・集団指導） はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

４ 
両親学級（妊娠期：ひまわり・たん
ぽぽクラス） 

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

５ 
両親学級（子育て期：エンジェル教
室・カルガモ教室） 

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

６ 

食育事業 
（マタニティクッキング・離乳食教
室・乳幼児食育メール配信・こども
クッキング） 

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

７ 
子ども家庭支援センターの子育て
総合相談 

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

８ 
認可保育園の子育て支援（子育て相
談・園庭開放等） 

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

こどもの居場所と交流づくりのサービスや事業 

９ 
学童保育所 子育てひろば 
（たけとんぼ、さわらび、まえはら、
さくらなみ、あかね、みなみ） 

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

１０ 児童館の幼児グループ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

１１ 冒険遊び場事業（プレーパーク） はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

１２ 市立公園（都立公園除く） はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

産後・育児支援のサービスや事業 

１３ 産後ケア事業 はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

１４ 育児支援ヘルパー事業 はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ 
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問 32 お子さんは、現在、「子ども家庭支援センター親子遊びひろば（ゆりかご）」や、児童館の
「ひろば事業」等（親子が集まって過ごしたり、相談をしたり、情報提供を受けたりする
場のことです。）を利用していますか。利用している事業についてお答えください。（あて
はまる番号すべてに○） また、利用している場合、おおよその利用回数（頻度）をお答
えください。（数字を記入） 

１ 子ども家庭支援センター親子遊びひろば（ゆりかご） 

      １週当たり   回 もしくは１か月当たり   回程度 

２ 児童館の「ひろば事業」 

      １週当たり   回 もしくは１か月当たり   回程度 

３ その他の子育てひろば（学童保育所や認可保育所等で行っているもの） 

      １週当たり   回 もしくは１か月当たり   回程度 

４ 利用していない 

問 33 「子ども家庭支援センター親子遊びひろば（ゆりかご）」や児童館の「ひろば事業」等に
ついて、今は利用していないが、できれば今後利用したい、あるいは、利用日数を増やし
たいと思いますか。（１つに○） また、利用したい場合、あるいは増やしたい場合は、
おおよその利用回数（頻度）をお答えください。 

１ 利用していないが、今後利用したい 

      １週当たり   回 もしくは１か月当たり   回程度 

２ すでに利用しているが、今後利用日数を増やしたい 

      １週当たり 更に   回 もしくは１か月当たり 更に   回程度 

３ 新たに利用したり、利用日数を増やしたいとは思わない 

Ｈ．お子さんの小学校就学後の放課後の過ごし方についてうかがいます。 
（宛名のお子さんが５歳以上の方のみお答えください） 

問 34 小学校低学年のうちは、放課後（平日の小学校終了後）の時間をどのような場所で過ごさ
せたいと思いますか。（あてはまる番号すべてに○） また、それぞれの週当たり日数を
お答えください。（数字を記入。「児童館」「学童保育所」の場合には、利用時間を記入。） 

１ 自宅 週    日くらい 

２ 祖父母宅や友人・知人宅 週    日くらい 

３ 習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など） 週    日くらい 

 ４ 児童館 

週    日くらい 

 

→下校時から     時まで 

 ５ 放課後子ども教室 週    日くらい 

 ６ 学童保育所 

週    日くらい 

 

→下校時から     時まで 

 ７ ファミリー・サポート・センター 週    日くらい 

 ８ その他（                  ） 週    日くらい 
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問 35 小学校高学年になったら、放課後（平日の小学校終了後）の時間をどのような場所で過ご
させたいと思いますか。（あてはまる番号すべてに○）また、それぞれの週当たり日数を
お答えください。（数字を記入。「児童館」「学童保育所」の場合には、利用時間を記入。） 

１ 自宅 週    日くらい 

２ 祖父母宅や友人・知人宅 週    日くらい 

３ 習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など） 週    日くらい 

 ４ 児童館 
週    日くらい 

→下校時から     時まで 

 ５ 放課後子ども教室 週    日くらい 

 ６ 学童保育所 
週    日くらい 

→下校時から     時まで 

 ７ ファミリー・サポート・センター 週    日くらい 

 ８ その他（                  ） 週    日くらい 

Ｉ．子どもの権利※についてうかがいます。 

※子どもの権利 
・・・生きる権利や成長する権利、教育を受ける権利など、性別や人種、障がいの有無などにかかわらず、すべての子ど
もが人間として生きていくために、認められるべき権利のことです。 

問 36 「小金井市子どもの権利に関する条例※」および「子どもオンブズパーソン※※」について、
どれくらい知っていますか。（それぞれ１つに○） 

サービスや事業 
内容もよく 
知っている 

知っている 
言葉は聞いた 
ことがある 

知らない 

 小金井市子どもの権利に関する条例 １ ２ ３ ４ 

 子どもオンブズパーソン １ ２ ３ ４ 

※小金井市子どもの権利に関する条例 

・・・子どもの健やかな成長を願い、子どもの権利を守ることを目的として、平成２１年３月に制定された条例です。 

※子どもオンブズパーソン 

・・・子どもの権利が広く保障されるよう、子どもの権利の侵害に関する相談及び救済などさまざまな取り組みを行って
いる、小金井市独自の第三者的機関です。 

問 3７ あなたは子どもの権利が守られていると思いますか。（１つに〇） 

 １ そう思う ２ やや思う 

 ３ あまり思わない ４ 思わない 

問 3８ 「小金井市子どもの権利に関する条例」で定めた子どもの権利のうち、今後市が最も力を
いれるべき権利はどれだと思いますか。（１つに〇） 

 １ 安心して生きる権利 

☆命が守られ、何ものにもかえられないものとして大切にされること。 
☆いじめ、差別、暴力を受けず、放っておかれないこと。 

☆健康について気づかわれ、適切な医療が受けられること。 
☆愛情と理解をもって大切に育てられ、年齢や成長にふさわしい環境で生活できること。 

２ 自分らしく生きる権利 
☆個性や他者との違いが尊重されること☆プライバシーが守られること。 

☆安心できる場所で自分を休ませる時間を持てること。 
☆自分の気持ちや思っていることが大切にされ、それをいろいろな方法で表すこと。 

３ ゆたかに育つ権利 

☆遊ぶこと。 
☆文化、芸術、スポーツに親しむこと。 
☆仲間をつくり、何かのために集まること。 

☆自然に親しむこと。 
☆必要な情報を手に入れたり、利用したりできること。 
☆社会に貢献する活動に参加すること。 

４ 意見を表明する権利 ☆考えや意見を十分に表すことのできる機会が大切にされること。 
☆考えや意見が、その人の年齢や成長にふさわしい形で尊重されること。 

 ５ 支援を受ける権利 ☆子どもは、困ったり、つらい気持ちになったりしたとき、また、他者に迷惑をかけ
たとき、市や周りの人たちから、適切な支援を受けることができます。 
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Ｊ．子育て全般についてうかがいます。 

問 39 子育て・教育にかかる費用負担に不安がありますか。（１つに〇） 

 １ ある ２ ややある 

 ３ あまりない ４ ない 

問 40 過去１年間に次のような経験はありましたか。（それぞれ１つに○） 

経 験 頻 度 

お金が足りなくて、家族が必要とす
る食料を買えなかった経験 

よくあった 
ときどき 

あった 
まれにあった 

まったく 

なかった 

お金が足りなくて、家族が必要とす
る衣類を買えなかった経験 

よくあった 
ときどき 

あった 
まれにあった 

まったく 

なかった 

お金が足りなくて、家賃や水道光熱
費等を滞納した経験 

よくあった 
ときどき 

あった 
まれにあった 

まったく 

なかった 

問 41 今後の暮らしに不安がありますか。（１つに〇） 

 １ ある ２ ややある 

 ３ あまりない ４ ない 

問 42 今後新たに子どもをもちたいと思いますか。（１つに○） 

 １ はい         ２ もちたいが難しい                  ３ いいえ 

問 43 宛て名のお子さんは、朝食を食べていますか。（１つに〇） 

１ 毎日食べている ２ 週４～６日食べている 

３ 週１～３日食べている ４ まったく食べていない 

問 44 子育てに関して、日頃悩んでいること、または気になることはどのようなことですか。 

（あてはまる番号すべてに○） 

 １ 子どもの病気 

２ 子どもの発達状況、からだ、ことば等 

３ 事故や犯罪 

４ 子どもの友達づきあい（いじめ等を含む） 

５ 子どもの登園しぶり・不登校・ひきこもり 

６ 育児・しつけの方法がよく分からないこと 

７ 子どもとの時間が十分にとれないこと 

８ 子どもを叱りすぎているような気がすること 

 ９ 仕事や自分のやりたいことが十分にできないこと 

１０ 子育てに関して配偶者・パートナーの協力が少ないこと 

１１ 家族関係全般、家事、介護（育児と介護のダブルケアなども含む） 

１２ 保育・教育に係る費用負担が大きいこと 

１３ 子どもの学習・習い事に関すること 

１４ 生活費全般、将来のお金のこと 

１５ 話し相手や相談相手がいないこと 

１６ その他（                                 ） 
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問 45 妊娠・出産・子育て（教育を含む）の不安や悩みを相談できる人や場所はありますか。 

（あてはまる番号すべてに○） 

 １ 祖父母等の親族 ２ 友人や知人 

３ 近所の人 ４ 子ども家庭支援センター 

５ 保健センター ６ 児童発達支援センター「きらり」※ 

７ 保育所 ８ 幼稚園 

９ 児童館 １０ 民生委員・児童委員 

１１ かかりつけの医師 １２ 市の子育て関連担当窓口 

１３ その他（            ）   １４ いない・ない 

※児童発達支援センター「きらり」 

・・・子どものからだ、ことば、発達等に関する相談や療育を行う施設です。 

Ｋ．小金井市の子育て環境や子育て支援施策についてうかがいます。 

問 46 子どもがのびのびと遊べる環境が整備されていると思いますか。（１つに〇） 

 １ そう思う ２ やや思う 

 ３ あまり思わない ４ 思わない 

問 47 子どもが自然、社会、文化、芸術などの様々な体験をしやすいと思いますか。（１つに〇） 

 １ そう思う ２ やや思う 

 ３ あまり思わない ４ 思わない 

問 48 小金井市で実施している子育て支援策について、どこから情報収集していますか。 

（あてはまる番号すべてに○） 

 １ 親・親戚 ２ 知人・友人 

 ３ 保育所・幼稚園・学校等からの連絡 ４ インターネット（市ホームページを除く） 

 ５ ＳＮＳ（facebook、LINE 等） ６ 市役所窓口担当 

７ 市ホームページ（「こがねいっこ健康ナビ」等） ８ 市報こがねい 

 ９ 市の冊子（小金井市みんなで子育て応援ブック

「のびのびこがねいっ子」等） 
１０ その他（            ） 

問 49 地域での子育て支援活動が充実していると思いますか。（１つに〇） 

 １ 充実している ２ やや充実している 

 ３ どちらともいえない ４ やや不足している 

 ５ 不足している                    

問 50 小金井市の子育ての環境や支援への満足度についてお答えください（１つに○） 

 １ 満足 ２ やや満足 

 ３ どちらともいえない ４ やや不満 

 ５ 不満                    
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問 51 子ども・子育て支援に関して小金井市や地域で充実してほしいことはありますか。 

（３つまでに○） 

子どもの育ちへの支え 

１ 子どもの権利を守るための相談及び救済窓口の充実 

２ いじめ・虐待等の防止と早期発見 

３ 犯罪等から子どもを守る環境づくり 

４ 子どもの権利が生かされる社会環境づくり 

５ 子どもの意見を尊重し、社会参加できる機会の充実 

６ 子どもの体験活動の支援 

７ 子どもの居場所と交流の場の充実 

 

子育て家庭への支え 

８ 経済的負担の軽減 

 ９ 母子保健事業の充実 

１０ 子育てに関する相談・支援、情報提供、学習機会の充実と支援の強化 

１１ 子育てしやすい職場環境の実現 

１２ ひとり親家庭の支援 

１３ 特別な配慮が必要な子ども（障がい児等）と家庭の支援 

１４ 外国籍の子どもと家庭の支援 

１５ 子育ち、子育てが困難な家庭へのきめ細やかな支援 

 

世代につながる地域の子育ち、子育て環境の整備 

１６ 子どもが安心して学べる環境づくり 

１７ 子どもが地域の一員となるための学習と交流の場づくり 

１８ 子育ち、子育てしやすい生活環境等の整備 

１９ 地域の緑と環境を守る 

２０ 地域の子育てネットワークの整備 

２１ 誰もが子育てと社会参加できる環境、ワーク・ライフ・バランスの実現 

２２ 地域の公共施設の活用 

２３ その他（                                  ） 
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問 52 子育て環境や子育て支援に関してご意見がありましたら、自由に記入してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上で、アンケート調査は終了です。 
 

アンケート票を３つ折りにし、同封の返信用封筒に入れて〇月〇日（〇）までに、 

お近くの郵便ポストにご投函くださいますようお願いします。 
 

ご協力いただきありがとうございました。 

 
郵送とインターネットの両方で回答された場合には、 
郵送でいただいた回答を使用させていただきます。 

 

三つ折り 三つ折り 

三つ折り 三つ折り 


